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時空間分布の推移や降雨との関係について議論を行ったものである．	 	 	 	 	 											 	 	 	 	 	
	










検出できる可能性を示すことができた．	 	 	 																																																			
	




40 年という長期のデータを用いた地形解析では年間 0.5〜1.0m の地表変位が検出され，InSAR 解析によ	
	
る約 1 年という短期の変位量 0.6m と調和的であった．このことから，江戸時代の歴史資料に記載され	
	
ている地すべりが現在も継続的に活動していることが明らかとなった．また，地すべりの変位量と累積	
	
雨量，変位速度と雨量強度は良い相関があり，降雨を要因として地すべりが活発化するという定性的な	
	
理解と調和的な結果が得られた．InSAR 解析は従来の手法では困難な，地すべり変動の空間分布の把握	
	
から最大変位の検出ができることから，他の要因との詳細な議論が可能であることを示すことができた．																																																																										
